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１．組織の概要

本　　社 〒933-0046　富山県高岡市中川本町14番18号

富山本店 〒930-0856　富山県富山市牛島新町3番34号

射水営業所 〒939-0351　富山県射水市戸破若宮3160番1

２．対象範囲

本社

（6）事業年度

　　　　総合建設業

　　　　売上高　　　45億円／第79期（2021年10月～2022年9月）

射水営業所富山本店

（3）従業員　：　43名

964.55

　　　　　建設業許可　富山県知事登録(特3)13284号

延べ床面積（㎡）

　　　　　宅地建物取引業者免許　富山県知事登録(14)第629号

12

（2）活　動　：　事業活動全て

（1）組　織　：　寺崎工業株式会社　本社・富山本店・射水営業所

　　　　10月～9月

　　　　連絡先　電話：0766-23-1261　　FAX：0766-24-6891

915.84

2従業員（名）

　　　　　一級建築士事務所登録　富山県知事登録第(13)53号

（5）事業の規模

（4）事業内容

29

298.93

（1）事業者名及び代表者名

　　　　寺崎工業株式会社

　　　　代表取締役社長　寺﨑　敏治

（2）所在地

（3）環境管理責任者及び連絡先

　　　　環境管理責任者：寺島　一幸



３．環境経営方針

＜基本理念＞

＜基本方針＞

1． 具体的に次のことに取り組みます。

① 二酸化炭素排出量の削減
② 廃棄物の削減及び再資源化の推進
③ 水資源の節水
④ 工事における環境配慮の推進
⑤ 地域での環境活動の実施

2． 環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

3． この環境方針は、全従業員に周知します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日：2020年10月 1日

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　寺 崎 工 業 株 式 会 社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　寺﨑　敏治

寺崎工業株式会社

環 境 経 営 方 針

　私たちは地球環境改善のため、積極的に二酸化炭素排出量や廃棄物排出量の削減を
はかり、環境負荷を減らしながら事業活動に取り組み、お客様の満足する施工に努め、
当社のファンを増やすことを目指します。



４．実施体制図及び役割・責任権限

本社 富山本店 射水営業所

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境関連法規制の遵守評価の実施
・協力業者の窓口となり、対応する

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

各部署 ・自部門における環境活動の実施
・自部門における環境方針の周知

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開

・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計及び文書類等の作成、保管

・環境活動レポートの確認

EA21環境事務局 ・環境管理責任者の補佐

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

・環境目標・環境活動計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

環境管理責任者 ・環境活動の構築、実施、管理、

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動の実施に必要な人材、設備、費用、時間の準備
・環境管理責任者を任命

営業部 経理総務部 土木部 本社建築部

代表者

寺﨑　敏治

環境管理
責任者

寺島　一幸

EA21
環境事務局



５．環境経営目標（中期）

・近隣の公園・河川清掃活動 各年一回 継続 継続 継続

　　　　　※電力の排出係数は北陸電力2019年版　0.510㎏-CO2/kwhを使用

　　　　　※化学物質は使用しておりません

5

地域での環境活動の実施

第78期
(2020年10月
～2021年9月)

目標

98％
40,233

98％
57,934

98％
7,216

96％
351

101.0%
98.1

98％
273.4

102％
80.9

97％
270.6

96％
267.8

94％
344

4

工事における環境配慮推進

・工事における環境配慮推進
基準年比

点 79.3
103％
81.7

104％
82.5

・一般廃棄物の削減
基準年比

㎏ 366

3

水資源の節水

・上水道使用量削減
基準年比

㎥ 279

2

廃棄物排出量削減

96％
7,069

97％
39,822

96％
39,412

・産業廃棄物再資源化率
　の向上

基準年比
％ 97.1

101.5％
98.6

102.0％
99

基準年比
㎏-CO2 59,116

1

二酸化炭素排出量削減

基準年比
㎏-CO2 41,054

・電力CO2排出量削減
　　排出係数=0.510(㎏-CO2/kWh)

95％
348

・LPG燃料CO2排出量削減
基準年比
㎏-CO2 7,364

97％
7,143

項　　　目

97％
57,343

96％
56,752

単位

第77期
(2019年10月
～2020年9月)

基準年

・自動車燃料CO2排出量削減

第79期
(2021年10月
～2022年9月)

目標

第80期
(2022年10月
～2023年9月)

目標



６．環境経営目標と実績（78期）

二酸化炭素総排出量 ㎏-CO2 107,534 ― 136,710 ― ―

・近隣の公園・河川清掃 各年一回
活動の
継続

― ―

　　　　※電力の排出係数は北陸電力2019年版　0.510㎏-CO2/kwhを使用

×

101.5%
98.6

8,421

基準年比
㎏-CO2

○
433.1541

×

第79期
(2021年10月
～2022年9月)

目標

第79期
(2021年10月
～2022年9月)

実績

水資源の節水

〇

48,042

地域での環境活動の実施

目標達成率
(目標/実績
*100）

99.0%

108.4%

達成状況
98%以上〇

〇

84.8%

97％
273.4 252279

93.2%

120.0%

×

基準年比
点

〇

107.2%

91.9

廃棄物排出量削減

・一般廃棄物の削減

53,4513

97％
7,143

95％
520

97.1

第77期
(2019年10月
～2020年9月)

基準年

41,054

59,116

7,364

4

79.3

項　　　目 単位

基準年比
㎏-CO2

・工事における環境配慮推進
103％
81.7

97％
57,343

基準年比
㎥

基準年比
㎏

基準年比
％

5

3
・上水道使用量削減

工事における環境配慮推進

82.5

・電力CO2排出量削減
　　排出係数=0.627(㎏-CO2/kWh)

・自動車燃料CO2排出量削減

・LPG燃料CO2排出量削減

基準年比
㎏-CO21

2

二酸化炭素排出量削減

97％
39,822

82.8%

・産業廃棄物再資源化率
　の向上



７．環境活動計画の取組結果とその評価、今後の取組内容

　【環境活動計画の取組結果とその評価】

取組結果 評価 今後の取組内容

● 目標達成できてない 継続する

● 目標達成できてない 継続する

・不要電気をこまめに消す △
積極的に取組んでいるが、更な
る意識が必要

継続する

・エアコンの設定温度を制限する △ 設定温度を守るように周知する 継続する

・クールビズ、ウォームビズの徹
底

〇
体調管理にも気をつけながら自
己判断にて取組んでいる

継続する

・PC機器等の電源を必要時以外
は切る

△
帰宅時や使用しないときはこま
めに電源を切る

継続する

〇 目標達成できた 継続する

・マナー走行、アイドリングストッ
プの推進

〇
エコドライブについての周知を
行い、各自で実施している

継続する

・自主点検の実施（ｵｲﾙ量、ﾀｲﾔ
の空気圧、溝等を各月に１回）

〇
給油所で定期的な点検を呼び
かける

継続する

・車両別の燃費管理 〇 運行日誌にて管理している 継続する

・エコカーへの乗り換え △
燃費の悪い車両から入換えを
検討する

入換え時にエコカーを導入
するようにする

△ 目標達成できなかった 継続する

・エアコンはこなめに入り切りする △
積極的に取組んでいるが、更な
る意識が必要

継続する

・冷房は28℃、暖房は20℃にする △ 設定温度を守るように周知する 継続する

・フィルターを定期的に清掃する 〇 順調に取組んでいる 継続する

・ガスコンロ及び湯沸し器の無駄
使いをなくす

〇
積極的に取組んでいるが、更な
る意識が必要

継続する

〇･･･取組んでいる　△･･･さらなる取組が必要　●･･･見直しが必要

取組内容

1.二酸化炭素排出量の削減

　電力CO2排出量削減

　自動車燃料CO2排出量削減

　ＬＰＧ燃料CO2排出量削減



取組結果 評価 今後の取組内容

△ 目標達成できなかった 継続する

〇 目標達成できた 継続する

・分別の徹底 〇 順調に取組んでいる 継続する

・ミスプリントの防止及び裏面印
刷

〇
積極的に取組んでいるが、更な
る意識が必要

継続する

● 目標達成できなかった 継続する

・分別の徹底、再資源化の推進 △
現場で更なる意識を持って取組
んでいくよう周知する

継続する

・マニフェスト管理の徹底 〇
マニフェスト発行時及び回収
時、直ちに一覧表の作成を行う

継続する

〇 目標達成できた 継続する

・トイレでの手洗い、清掃時に流
しっ放しにしない

〇
ステッカーを貼り、啓発を行って
いる

継続する

・湯沸し室で流しっ放しにしない 〇
ステッカーを貼り、啓発を行って
いる

継続する

△ 目標達成できなかった 継続する

・環境配慮の創意工夫の提案 △
各現場の情報交換を行う
更なる意識が必要

継続する

・地域への環境配慮の貢献 △
各現場の情報交換を行う
更なる意識が必要

継続する

△
コロナ感染予防のため活動中
止だった

活動再開後、継続する

・近隣の清掃活動参加 △
コロナ感染予防のため活動中
止だった

活動再開後、継続する

取組内容

3.水資源の節水

4.工事における環境配慮の推進

5.地域での環境活動の実施

　一般廃棄物削減

産業廃棄物再資源化率の向上

2.廃棄物排出量の削減



８．環境活動取組事例

（1）クールビズの実施

（2）節電・設定温度ステッカーの表示



９．環境関連法規

当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

環境関連項目 環境法規制等の名称 遵守状況

廃棄物処理法 〇

労働安全衛生法 〇

再資源利用省令 〇

建設リサイクル法 〇

石綿含有廃棄物等処理マニュアル 〇

大気汚染防止法 〇

オフロード法 〇

フロン排出抑制法 〇

建築基準法 〇

石綿飛散漏洩防止対策徹底マニュアル 〇

騒音規制法 〇

振動規制法 〇

水質汚濁防止法 〇

下水道法 〇

土壌汚染 土壌汚染対策法 〇

消防法 〇

景観法 〇

都市緑地法 〇

建築物省エネ法 〇

過去３年間において、関係機関から指摘、利害関係者からの起訴もありませんでした。

（2）違反、起訴等の有無

（1）主な環境関連法規等の遵守状況

廃棄物処理・リサイクル

大気汚染

騒音・振動

水質汚濁

その他



１０．代表者による全体の評価と見直し記録

　第79期（2021年10月～2022年9月）の売上高は45億円と忙しい期であった。

前期と引き続きコロナ禍の影響を受け、資材納品遅れ高騰が続いた期でした。

また、夏は酷暑といっていい暑さで安全を含め、現場管理は気苦労の多い夏でした。

　二酸化炭素排出量削減はこの猛暑で達成することはできなかったが、エアコンと

扇風機の併用を行い削減に努めた。また、引き続き昼休憩時間の消灯や「設定温度」

「節電」の掲示を細かく行い意識付けにも努力しました。

　廃棄物排出量削減は社内での故紙や各家庭で発生した故紙も集め製紙工場に

持ち込み、リサイクル意識の高揚にも努力しています。

　コロナ禍の中、中止になっている河川清掃は今年度も実施できなかったが、本社

駐車場廻りの草刈りを実施し環境整備を行った。

引続き、全社挙げて「もったいない」の精神で取り組んでいきます。

2023年　10月　17日　　

寺 崎 工 業 株 式 会 社　　

取締役社長　寺﨑敏治　　


